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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 68,109 32.7 △574 ― △2,069 ― △2,315 ―
23年3月期第2四半期 51,326 10.0 △34 ― △593 ― △891 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △2,863百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △2,260百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △59.10 ―
23年3月期第2四半期 △22.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第2四半期 148,177 68,680 46.0 1,738.77
23年3月期 151,947 71,901 46.8 1,817.13
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  68,109百万円 23年3月期  71,186百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
24年3月期 ― 5.00
24年3月期（予想） ― 5.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 157,000 27.7 4,600 64.4 4,400 56.9 2,500 △76.2 63.82



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注)詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報(その他)に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 39,540,000 株 23年3月期 39,540,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 369,148 株 23年3月期 365,003 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 39,173,036 株 23年3月期2Q 39,188,790 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災の影響で寸断され

たサプライチェーンや生産設備の復旧が急ピッチで進み、消費の自粛ムードも和らぎ国内の経済活動は平

常を取り戻しつつあります。一方、レアメタル等の原材料の高止まりなどによるコスト上昇に加えて、円

高の長期懸念により、輸出産業への業績の下振れ影響が高まっています。  

海外経済は、欧州債務問題の深刻化や米国経済の減速、失業率の増加に伴う世界的な経済格差の問題等

で経済情勢は不安定さを増しつつあり依然として厳しい状況が続いています。 

  医療機器業界におきましては、ヘルスケアに対するニーズが高まる一方でグローバルでの医療機器の性

能・価格競争の激化などで、厳しい経営環境が続いております。 

  当社グループは、日立グループのヘルスケア事業の中核企業として現行事業を拡大・発展させるために

特長ある新製品の拡販や一層のコスト削減に努めてまいりました。 

  なお、日立アロカメディカル（株）を前年度第４四半期より連結子会社化したことにより、医療機器事

業の診断用超音波装置のラインアップが拡大すると共に、汎用分析装置事業、医用分析装置事業のセグメ

ントが前年同期に比べ増加しました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、68,109百万円と前年同期比32.7％の増収となり、営

業損失は574百万円（前年同期は営業損失34百万円）、経常損失は2,069百万円（前年同期は経常損失593

百万円）、四半期純損失は2,315百万円（前年同期は四半期純損失891百万円）となりました。 

  

(セグメント別売上高の概況） 

医療機器事業は、日立アロカメディカル（株）が加わった診断用超音波装置が前年を大幅に上回りまし

た。 

  Ｘ線装置は、国内では胃部集団検診Ｘ線システムが不調で前年同期を下回りました。海外では、北米・

欧州において前年同期を下回り、全体でも前年同期を下回りました。 

  Ｘ線ＣＴ装置は、海外では64スライスＣＴ装置SCENARIA発売により前年同期を上回りましたが、国内で

は16/8/4スライスＣＴ装置ECLOSが不調で前年同期を下回り、全体でも前年同期を下回りました。 

 ＭＲイメージング装置は、国内では超電導磁石方式のECHELON RXが好調で前年同期を上回りましたが、

海外では欧州・アジアにおいて永久磁石方式を中心に前年同期を下回り、また北米のサービス収入が減少

しました。その結果、全体で前年同期を下回りました。 

 この結果、前年同期比9,969百万円（21.1％増）増の57,188百万円となりました。 

  

医療情報システム事業は、前年同期比112百万円（2.7％増）増の4,219百万円となりました。 

  

汎用分析装置事業は、福島第１原子力発電所の事故に起因する放射能汚染の深刻さが明らかになり、輸

出物、食品、下水汚泥とその対象が広がるなかで、放射線測定装置の需要は防災関係者にとどまらず、一

般企業、市民にも拡大しています。特にポータブルの放射線測定装置、個人被ばく線量計、食品中放射能

測定装置等の需要が増加しました。震災により一部部材の調達に影響がありましたが、当第２四半期連結

累計期間には生産体制の回復による効果が徐々に出始めました。 

 この結果、3,650百万円となりました。 

  

 医用分析装置事業は、検体前処理分析装置LabFLEX2500や診断薬メーカーへのOEM分注装置の海外向けが

堅調に推移しました。 

 この結果、3,048百万円となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

-2-

(株)日立メディコ(6910) 平成24年３月期　第２四半期決算短信



  

当第２四半期末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末と比べて3,770百万円減少し、148,177百万円

となりました。これは、受取手形及び売掛金6,906百万円の減少、たな卸資産3,415百万円の増加などによ

るものです。 

  

負債は、前連結会計年度末と比べて549百万円減少し、79,497百万円となりました。これは支払手形及

び買掛金の3,560百万円減少、短期借入金の3,428百万円の増加、流動負債その他の457百万円の減少など

によるものです。 

  

純資産は、前連結会計年度末と比べて3,221百万円減少し、68,680百万円となりました。これは、主と

して利益剰余金の2,513百万円減少、為替換算調整勘定の528百万円減少などによるものです。 

  

今後の国内・海外経済は依然として不透明な状況ですが、当第1四半期は落ち込んだものの当第2四半期

になって回復傾向にあるため、現状平成23年５月25日に公表いたしました連結業績予想数値の変更をして

おりません。 

  
  

 該当事項はありません。 

  

  税金費用の計算 

当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 但し、見積実効税率を使用できない会社については、法定実効税率を使用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,524 16,797

受取手形及び売掛金 45,756 38,850

商品及び製品 19,742 21,023

仕掛品 10,923 13,265

原材料及び貯蔵品 13,156 12,948

その他 7,495 7,554

貸倒引当金 △470 △450

流動資産合計 113,126 109,987

固定資産

有形固定資産 20,127 19,545

無形固定資産

のれん 1,916 2,369

その他 10,871 11,116

無形固定資産合計 12,787 13,485

投資その他の資産

その他 6,270 5,553

貸倒引当金 △363 △393

投資その他の資産合計 5,907 5,160

固定資産合計 38,821 38,190

資産合計 151,947 148,177

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,808 22,248

短期借入金 22,860 26,288

未払法人税等 348 300

製品保証引当金 1,450 1,457

災害損失引当金 38 38

その他 15,018 14,561

流動負債合計 65,522 64,892

固定負債

退職給付引当金 10,272 10,643

役員退職慰労引当金 501 450

その他 3,751 3,512

固定負債合計 14,524 14,605

負債合計 80,046 79,497
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,884 13,884

資本剰余金 21,210 21,211

利益剰余金 41,527 39,014

自己株式 △449 △453

株主資本合計 76,172 73,656

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △83 △116

土地再評価差額金 △3,053 △3,053

為替換算調整勘定 △1,850 △2,378

その他の包括利益累計額合計 △4,986 △5,547

少数株主持分 715 571

純資産合計 71,901 68,680

負債純資産合計 151,947 148,177
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 51,326 68,109

売上原価 34,427 43,934

売上総利益 16,899 24,175

販売費及び一般管理費 16,933 24,749

営業損失（△） △34 △574

営業外収益

受取利息 23 21

受取配当金 31 14

その他 135 183

営業外収益合計 189 218

営業外費用

支払利息 7 87

為替差損 695 1,440

その他 46 186

営業外費用合計 748 1,713

経常損失（△） △593 △2,069

特別損失

投資有価証券評価損 － 227

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 18 －

特別損失合計 18 227

税金等調整前四半期純損失（△） △611 △2,296

法人税等 218 27

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △829 △2,323

少数株主利益又は少数株主損失（△） 62 △8

四半期純損失（△） △891 △2,315
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △829 △2,323

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △706 △46

為替換算調整勘定 △725 △494

その他の包括利益合計 △1,431 △540

四半期包括利益 △2,260 △2,863

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,310 △2,861

少数株主に係る四半期包括利益 50 △2
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

-8-

(株)日立メディコ(6910) 平成24年３月期　第２四半期決算短信




